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航空機ハイパースペクトル観測による針葉樹林地における現況把握
Monitoring or Coniferous Forest Area Using Aerial Hyperspectral Data
矢部勝也(フィールド社会技術学分野)
【目的】
採算性の悪化により日本の林業が長期的に停滞している｡伐採が手控えられ､伐採しても植栽が行われな
い状況がみられる｡その結果､森林の多面的機能が失われつつある｡持続的な森林経営や多面的機能の保全
のために､要間伐地を特定し健全な森林管理を施業することが重要である｡リモートセンシング技術を用い
て､広範囲の空間情報を数値としてコンピュータにより解析することができる｡航空機ハイパースペクトル
観測では､針葉樹の樹種､本数､大きさ､混み具合などの解析が行われ､詳細な現況の把握が可能になって
いる｡本研究は､航空機ハイパースペクトル観測を用いた針葉樹の樹種分類や間伐強度､植林年数などの森
林管理に必要な詳細な植生状況の把握を目的とする｡
【材料と方法】
使用データは航空機-イパースベクトルデータである｡ここで用いた航空機-イパースベクトルデータは､
可視～近赤外域の波長帯を観測し､観測波長群を67バンドに分解し得られる分光画像データである｡東北大
学大学院農学研究科付属複合生態フィールド教育研究センター(Field Science Center : FSC)を2007年7月24
日に観測したデータを用いた｡
教師クラスをもとに分離度を指標として67バンドから6バンドを選定し､教師付き分類である最尤法を行
った｡教師領域は植生調査データを用いて設定した｡解析対象以外のカテゴリーを除去し再分類をかけると
誤分類が減少するので､段階的に分類カテゴリーを細分化した｡まず土地被覆を針葉樹･広葉樹･草地･裸
地･人工物･水域に分類した｡次に針葉樹をスギ･ヒノキ･マツに分類した｡間伐強度についての検討では
スギ林を対象に間伐を実施していない領域･弱度間伐･強度間伐の領域に分類することを試みた｡植林年数
については昭和40年以前･ 40-44 ･ 45-49 ･ 50-54 ･ 50-59 ･ 60年以後の領域に分類処理を実施した｡
【結果と考察】
土地被覆分類では､分離度により選定された6バンドを使用した土地被覆分類図と任意の6バンドを使用
した土地被覆分類図を比較した｡分離度による土地被覆分類図の方がよく植生抽出できることから､分離度
によるバンド選定の重要性を示した｡また針葉樹林地抽出の精度評価を行うために､植生指数による解析を
用いて針葉樹林地を抽出し､土地被覆分類図の針葉樹林地と植生指数による針葉樹林地を比較した｡針葉樹
林地抽出のための植生指数の条件は､ NDVIが0.7-0.85､ DVIが1200以下とした｡両者の針葉樹林地は全体
の99.5%の画素で-一致した｡間伐強度の把握では､スギを示す画素を抽出したデータを作成し､目視判読に
より強度間伐地を確認した｡教師付き分類では強度間伐地を特定することができたが､間伐を実施していな
い領域と弱度間伐地では大きな違いがみられなかった｡植林年数の把握では､分類結果と植林図の植林年数
との対応は芳しくないものの､昭和40年以前と以後を分類することができた｡リモートセンシングでは現状
の量的および質的な植生情報を観測している｡しかし､植林後の森林管理や気象条件によって人工林の生育
環境が異なり､同じ年代に植林されたスギでも質的および量的特徴に差が出ることが考えられる｡植生の質
的および量的特徴に影響を及ぼす情報を航空機-イパースペクトル観測の解析に反映させることが必要であ
る｡森林管理の記録や生育環境の変化に関する情報を蓄積することで詳細な植林年数を推定することが期待
できる｡
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